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はしがき

本冊子は RIMS共同研究「無限階擬微分作用素の超局所解析と漸近解析」 (平
成 21年 2月 13日 ～14日) の講究録です．本共同研究は超局所解析の分野で
基礎的な解析的擬微分作用素の表象理論におけるいくつかの問題点を確認し，
その解決策を探るために開かれました．対象となった表象理論が導入されて
からすでに 30年以上経過しているにも拘わらず，これらの問題点のうち，あ
るものは見過ごされ，あるいは認識されてはいても，大丈夫に違いないと楽
観的に信じられてきました．きっちりとした理論構成を置き去りにして，表
象理論は先へ進み，その応用として数多くの成果が得られました．しかし，
平成 20年 5月に行われた RIMS研究集会「完全WKB解析と超局所解析」に
おける神本晋吾氏の講演で問題点が指摘されたのを切っ掛けに，これからこ
の分野を学ぶ若い研究者のためにも完全な表象理論の基礎固めをしておく必
要がある，との認識に至りました．幸い，この年度は RIMS共同研究の追加
募集がありました．河合隆裕教授からこの情報とともに応募してみてはどう
力 $\searrow$ とご教示いただき，応募したところ幸いにも採択されました．このよう
な経緯で共同研究を実施することができました．河合教授には心より感謝い
たします．
この共同研究では，問題点の確認と解決策に関する幾つかの提案があっ

たものの解決の道半ばで共同研究の日程は終了しました．しかし，これが契
機となり，新たな共同研究も生まれるなど理論整備が進みました．本講究録
では，この RIMS共同研究以後の研究により得られた結果を主に報告します．
講究録出版が RIMS共同研究実施から約 4年を費やしたのは，専ら研究代表
者の責任ですが，本講究録の内容は，RIMS 共同研究を出発点として始まっ
たものを含んでおり，まさに「共同研究」の本義を具現化したものでありま
す．また，青木片岡山崎著「超函数 FBI変換無限階擬微分作用素」 (共
立出版，2004年) の不完全な部分を補うものでもあります．
大幅に遅れたにも拘わらず，講究録を刊行してくださった数理解析研究

所に深く感謝いたします．また，本 RIMS共同研究に参加され，さまざまな
形で理論整備に協力下さった研究協力者の皆様にも心より感謝いたします．

2013年 2月
研究代表者 青木貴史
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